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O-1 乱きない試料

○-2 貫入試験機による試料

0-3 コアー試料

試料採取深度と回収比

3.20-3.70は 試料採取深度 (″ )

45 は回収比 (50働 :真八深さ,

50    45″ :試料長さ)
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孔 内 水 位  7≠ /   調査期間
昭和孝7年 ′2月 27日 よ り

昭和孝7年ノ2月 F,日 まで

件名 /ο :
47.150X20
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(注)1。  試料採取方法の記号 (記号の右の数字tl

試料番号)

O-1 乱きない試料

①-2 貫入試験機による試料

0-3 コアー試料

2.試料採取深度と回収|ヒ

″

調 査 件 名

孔 内 水 位

NO. う 帯:雇新―′2ぞ 沙

調査期間
昭和孝7年 ′2月 2と 日よ り

3.20-3,70は 試料採取深度 (″2)

J5 は回収比 (50露 :貫入深さ,

50    45傷 :試料長さ)
つ 昭 年′2月 日 ま で

45
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